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次
世
代
の
た
め
に 

最
善
を
尽
く
す 

戸
沢
四
区 

中
山
間
地
直
接
支
払
制
度
協
定
代
表 

本
多 

進
さ
ん 

当
地
区
で
20
年
近
く
中
山
間
地
直
接

支
払
制
度
交
付
金
制
度
に
携
わ
り
、
ま
た

集
落
の
先
輩
方
の
指
導
な
ど
も
受
け
、
そ

の
様
を
見
な
が
ら
実
践
と
し
て
学
ん
で

き
ま
し
た
。
そ
し
て
集
落
の
方
向
性
を
考

え
、
ま
た
担
い
手
な
ど
の
問
題
を
考
え
る

と
、
現
状
、
高
齢
者
が
農
地
を
守
る
に
は
、

気
力
そ
し
て
、
体
力
的
に
も
無
理
が
生
じ

て
き
て
い
る
様
に
思
え
、
是
が
非
で
も
機

械
化
が
喫
緊
の
課
題
と
考
え
機
械
化
に

力
を
入
れ
て
き
ま
し
た
。 

 

当
地
区
の
田
圃
は
、
基
盤
整
備
以
後
、

作
業
効
率
や
労
力
軽
減
等
を
考
え
た
と

き
大
型
機
械
の
導
入
に
は
無
理
が
あ
る

の
で
は
な
い
か
と
思
っ
て
い
ま
し
た
。
し

か
し
、
次
世
代
の
農
業
事
情
を
踏
ま
え
、

完
全
な
形
で
引
き
継
げ
る
様
に
す
る
に

は
、
農
道
か
ら
田
圃
へ
の
取
り
付
道
の
改

良
や
水
路
の
整
備
な
ど
を
常
々
考
え
て

い
ま
し
た
。
田
圃
の
整
備
に
は
、
畦
畔
の

水
き
れ
防
止
な
ど
、
水
の
要
不
要
に
適
時

対
応
出
来
る
よ
う
に
暗
渠
排
水
工
事
も

満
遍
無
く
施
工
し
て
作
業
の
効
率
、
そ
し

て
機
械
の
ト
ラ
ブ
ル
防
止
に
も
役
立
て

き
ま
し
た
。 

ま
た
、
当
地
区
で
も
多
面
的
機
能
支
払

交
付
金
協
定
に
も
加
入
し
て
い
ま
す
の

で
、
補
助
金
の
活
用
に
よ
り
農
道
な
ど
の

整
備
（
砂
利
引
き
）
を
行
い
、
こ
こ
数
年

の
改
良
で
安
全
で
使
い
や
す
い
農
道
と

な
っ
て
き
ま
し
た
。
こ
れ
も
ひ
と
え
に
集

落
の
皆
様
の
協
力
と
や
る
気
の
現
れ
と

思
っ
て
い
ま
す
。 

 

近
年
、
集
落
で
も
田
圃
の
耕
作
者
の
高

齢
化
が
進
み
、
土
手
法
面
の
草
刈
り
も
ま

ま
な
ら
な
い
状
況
と
な
り
、
低
農
薬
農
法

も
用
い
て
何
と
か
現
状
を
保
っ
て
い
る

と
こ
ろ
で
す
。 

 

農
地
を
守
る
に
は
、
市
道
、
生
活
道
路
、

農
道
な
ど
の
大
き
な
土
手
の
除
草
と
獣

害
避
け
用
の
電
気
柵
の
設
置
も
必
要
に

応
じ
て
進
め
て
き
ま
し
た
。
今
後
は
、
今

ま
で
同
様
集
落
で
話
し
合
い
を
持
ち
、
必

要
に
応
じ
て
改
善
を
進
め
、
誰
も
が
や
っ

て
良
か
っ
た
と
言
い
合
え
る
様
な
地
域

づ
く
り
と
農
地
を
守
っ
て
い
け
れ
ば
と

願
っ
て
お
り
ま
す
。 

 

農
業
は
健
康
で
あ
れ
ば
生
涯
現
役
で

す
。
健
康
が
一
番
、
い
つ
も
誰
も
が
健
康

で
楽
し
く
話
し
合
え
れ
ば
こ
の
上
な
く
、

こ
れ
か
ら
も
、
集
落
全
員
が
気
兼
ね
な
く

話
し
合
え
る
場
所
、
話
を
出
せ
る
雰
囲
気

作
り
を
し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
お
り

ま
す
。 

 

無
病
息
災
願
う 

ど
ん
と
焼
き 

ど
ん
と
焼
き
は
、
地
域
の
住
民
が
そ
の

年
に
飾
っ
た
正
月
飾
り
な
ど
を
持
ち
寄

り
あ
ら
か
じ
め
笹
な
ど
で
作
っ
た
室
に

火
を
入
れ
、
ま
た
餅
や
野
菜
な
ど
を
焼
き

食
す
こ
と
で
、
そ
の
年
の
健
康
、
長
寿
な

ど
の
願
い
が
叶
う
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。 

太
田
西
谷
区
恒
例
の
「
ど
ん
と
焼
き
」

も
１
月
８
日
（
日
）、
西
谷
橋
付
近
の
休

耕
田
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
夕
方
、
集
落
の

方
々
は
お
札
や
お
供
え
物
な
ど
を
持
ち

寄
り
、
御
神
酒
を
い
た
だ
き
、
室
に
火
入

れ
を
行
い
、
や
が
て
大
き
な
火
柱
が
夕
空

を
焦
が
し
、
そ
し
て
焼
き
あ
が
っ
た
野
菜

な
ど
を
食
し
て
、
今
年
も
良
い
年
に
な
る

よ
う
に
と
燃
え
盛
る
炎
に
手
を
合
わ
せ

て
い
ま
し
た
。 

 

防
火
知
識
向
上
に
向
け
て 

女
性
防
火
ク
ラ
ブ
太
田
支
部
長 

本
田 

千
代
子
さ
ん 

今
年
度
、
女
性
防
火
ク
ラ
ブ
太
田
支
部

長
を
務
め
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
、

太
田
寺
坂
区
の
本
田
で
す
。
東
和
に
嫁
い

で
３０
年
近
く
に
な
り
ま
す
が
、
支
所
と

子
供
た
ち
の
学
校
以
外
、
ほ
と
ん
ど
東
和

を
知
ら
ず
に
過
ご
し
て
き
ま
し
た
。
先
日
、

消
防
団
の
方
々
と
防
火
パ
レ
ー
ド
を
行

い
、
初
め
て
地
名
と
場
所
が
一
致
し
た
と

こ
ろ
ば
か
り
で
し
た
。 

コ
ロ
ナ
禍
の
た
め
、
な
か
な
か
思
う
よ

う
に
活
動
が
で
き
ず
に
い
ま
す
が
、
１
年

目
は
勉
強
の
年
、
次
年
度
が
活
動
の
年
と

考
え
て
、
頑
張
っ
て
い
き
た
い
と
思
っ
て

い
ま
す
。 
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竹林整備の様子 

太田西谷区のどんと焼き 



たくあん（糠漬け） 安部千代さん（木幡） 

楽しみにしている人がいるから作る 
10 月末に大根抜

いて、葉の芯を取り

結わえて、大根がし

んなりするまで干し

て漬ける。 

親がやっていたの

を見よう見まねで覚

えて作っている。 

 

 

 切り漬け 和田トミ子さん（太田） 

米ぬか・魚粉を発酵させて美味しい野菜作り

夏にナス・キュウリを切って塩漬けにし、早い大 

根を切って入れ、秋にミョウガ、ニンジン、紫蘇の 

実を足していき作る。 

  

 

 

 切干大根  
引地ヨシ子さん（木幡） 

道の駅での販売が励み 

大根を 12～15ｃｍの長さに

切り、千切りにし、一晩水に浸

しておいて 

干す。 

１週間位で 

食べられる。 

 

 

 

 

 ヤーコン漬け 紺野タヨさん（戸沢） 

ヤーコンは柔らかく甘みもあり美味しい  
 塩と酒粕だけで漬けた。皮をむいて酢と水であく

抜きして塩漬

けした。ヤー

コンは甘みが

あり、やわら 

かいので食べ

やすい。 

 

こんにゃく 菅野基子さん（針道） 

 こんにゃくや漬物、人にくれたりする

のですぐなくなる 
こんにゃく  

玉は、こん 

にゃく作る  

まで３年か  

かる。 
 

 

 

ゆず巻き大根 菅野二美子さん（針道） 

民謡やフラダンスの仲間と楽しく活動中 
  大根をスライスして塩漬け、水が上がったら水

気を切り、砂糖をかけていく。ラッキョウ酢をひ

たひたになる位入れる。 

 

 

蕪漬け  
佐久間岩子さん（戸沢） 

野菜づくりも楽しむこと

も一生懸命 
切って塩漬けし、１晩おき酢

と砂糖を入れるだけ。蕪は「聖

護院蕪」で、赤いのは「中国大

根」。 
 

 

 

 

 

 

 

 

キュウリの佃煮 佐藤徳江さん（戸沢） 

  きゅうりをいっぱいもらうので作る 
  キュウリの佃煮は、年間 15 回位、15 年作って

いる。キュウリ・ゴーヤいろんな野菜をもらう。

もったいな

いので漬物

や佃煮を作

って、お返

ししたりし

ている。 

東和の 

冬の食の 

手仕事 

漬物 



自分の作った大豆と米で作る 

自家用味噌づくり 
主催：東和支所産業建設課 

日本人は、昔から水田で稲を育て、その田んぼを囲む畔には大豆を植えた、

食の原風景がある。そして「国菌」である「麹菌」がある。 

味噌の原料の大豆は、極めて豊富なたんぱく質を含んでいて、味噌にする

と発酵によってスタミナ源となるアミノ酸になる。味噌の持つ効能は、様々

な機関で研究され、その保健的機能は目を見張るものがある。 

～「醤油・味噌・酢はすごい」小泉武夫著より～ 

味噌加工の工程
＜1 日目＞ 前日に洗って水に浸しておいた米を持ち寄り、 

米を蒸し、蒸した米を冷まし、麹菌を混ぜて、箱に詰めて麴室へ 

＜２日目＞麹の切り返しをし、大豆を洗って水に浸す。 

＜３日目＞大豆を蒸す。麹を室からだしてほぐす。蒸した 

大豆を冷まし、麹・大豆・塩を混ぜる。合わせたものを機械で潰

して出来上がり！ 

東和の味噌加工の歩み 

 昭和 56 年に農林業の振興等を目的に建設さ

れた「ふるさとセンター」（現：戸沢住民センタ

ー）では、1 回に150kgの味噌加工もできる本

格的な設備を備え、現在まで約40 年にわたり、

自家用味噌加工所として地域の人々に重宝がら

れてきました。 

加工者は年々減っているとのことで、令和４

年度の参加者は 41 名。今年も自家用の大豆と

米を持ち寄り、味噌加工をしています。

添加物が入っていないから安心して食べら

れる。麹がいっぱい入っていて美味しい！ 

みんなで作るから楽しい。 

2/9～11 第２グループのみなさん

自分が作った味噌は美味 

しくて、家族にも大人気だか

ら毎年作っている。 

毎日みそ汁を食べている。 

ほかにも夏はキュウリにつけ

て、ご飯にネギみそ、大葉み

そ、柚子みそ、ふきのとうみ

そがあれば何もいらない。  

斎藤康雄さん（太田） 

私が東和に嫁に来た時から 

味噌加工をやってました。 

農家のお母さんが、自分で漬 

けた漬物や干芋・干柿を持ち 

寄り、食べながらの作業が楽 

しかった。 

若いからと力仕事をさせら 

れたが、東和のことを知らな 

かったから、一緒に作業して東和のことを知ること

ができた。情報交換の場でもありました。 

菅野まゆみさん（太田）＊味噌加工でお世話になりました。 
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た
く
さ
ん
の
人
と
つ
な
が
り
楽
し
い
！ 

 

～
こ
れ
か
ら
も
、
竹
細
工
作
り
・
美
味
し

い
野
菜
を
育
て
て
い
き
た
い
～ 

 
 

 
 

 
 

 

渋
谷
朱
里
さ
ん
（
針
道
） 

私
は
、
自
然
豊
か
な
東
和
が
好
き
で
す
。
美
味

し
い
も
の
や
心
が
あ
た
た
か
い
人
が
た
く
さ
ん
い

て
地
元
が
東
和
で
と
て
も
良
か
っ
た
と
思
い
ま
す
。 

私
は
、
休
日
に
な
る
と
祖
父
に
く
っ
つ
い
て
畑

の
手
伝
い
を
し
て
、
時
間
が
あ
る
時
は
家
の
周
り

に
あ
る
竹
で
父
と
竹
細
工
を
作
っ
て
い
ま
す
。
最

初
は
あ
ま
り
納
得
の
い
く
物
を
な
か
な
か
作
る
事

が
で
き
ず
、
大
変
な
思
い
を
し
ま
し
た
が
、
試
行

錯
誤
を
し
て
今
で
は
、
少
し
ず
つ
納
得
の
い
く
商

品
た
ち
に
な
っ
た
と
思
い
ま
す
。 

竹
細
工
の
事
を
友
達
に
話
し
た
ら
「
と
う
わ
つ

な
が
る
マ
ル
シ
ェ
」
を
紹
介
し
て
い
た
だ
い
て
、

参
加
を
決
め
ま
し
た
。
マ
ル
シ
ェ
で
は
竹
細
工
を

販
売
し
て
い
ま
す
。
昨
年
そ
の
マ
ル
シ
ェ
で
私
は

本
当
に
た
く
さ
ん
人
と
繋
が
る
事
が
で
き
ま
し
た
。

同
じ
子
育
て
中
の
マ
マ
さ
ん
達
、
同
じ
竹
細
工
を

し
て
い
る
方
、
農
業
関
係
の
方
。 

そ
の
関
係
で
、
昨
年
か
ら
「
あ
ぶ
く
ま
の
里
農

g
a
n
ic

女
子
」
と
い
う
団
体
に
入
る
こ
と
を
決
め

て
、
少
し
ず
つ
で
す
が
農
業
に
つ
い
て
自
分
な
り

に
知
識
を
深
め
て
い
ま
す
。
今
年
は
家
の
畑
を
一

部
借
り
て
自
分
だ
け
で
野
菜
を
育
て
て
い
ま
す
。

美
味
し
い
野
菜
を
育
て
ら
れ
る
よ
う
に
張
り
切
っ

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
！ 

私
に
と
っ
て
本
当
に
つ
な
が
る
マ
ル
シ
ェ
に
な
り

ま
し
た
！ 

最
初
は
自
分
が
商
品
を
売
れ
る
か
不
安
が
あ
り
ま

し
た
が
勇
気
を
だ
し
て
一
歩
踏
み
だ
し
て
良
か
っ

た
と
思
い
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
も
、
た
く
さ
ん
の

人
と
繋
が
っ
て
行
け
た
ら
な
と
思
い
ま
す
。 

こどもたちが作ったものを 

こどもたちが販売!! 
―『こどもマルシェ』開催しました！2/5ー 

主催：とうわつながるマルシェ 

 道の駅ふくしま東和にて、小物・洋菓子販売、

スライム等ワークショップ、大縄跳び、キッズ

スペース、綿あめ等販売、針道町若連の太鼓演

奏など、子どもさんからおばあちゃん世代ま

で、多くの方が遊びに来てくれました！ 

              

 

 

店員さんをやっ 

て楽しかった！ 

また、お店を出 

したい。 

～スライムやさん～ 

 

大学生が集落と協働し地域活性化 

― 令和４年度活動報告会参加2/11 ホテル福島グリーンパレス ― 

  （県内23グループが発表、東和地域から受入４集落が大学生と合同発表） 

福島大学岩崎ゼミ×戸沢七区 

荒れた竹林を大学生と一緒に整備し、里山 

の整備と利活用を考えることができました。 

あばれ山車との連携も検討。（石井信夫さん） 

 

桜美林大学渡邊ゼミ×高槻集落 

大学生と意見交換・現地調査し、竹細工の加工販売・集落の認知度を高

めるため（農家民宿PR）HP を作成することができました。 

（高柳武男さん） 

前橋工科大学×竹ノ内集落 

空き家活用プラン作成、竹林整備のため竹のベンチなど利活用を図りま 

した。自分の子どもたちと同じ世代の大学生の意見を聞けて、とても心温

まる交流をすることができました。 

（渡辺正栄さん） 

 

               東北文化学園大学×針道九区 

              あばれ山車の担い手不足のため、山車制作 

から祭り当日と一緒に活動しました。（写真） 

              地域外の若い人と地元の人と一緒に集落 

の在り方を考えていきたいと思います。 

（宗形常夫さん） 

さ
わ
や
か
な
風
コ
ー
ナ
ー 

友達と一緒に参加することがうれし

かったです。作っているときは「自分

で作ったものが売れるかどうか？」心

配でしたが、お客様に買ってもらった

時は、お金のやり取りが楽しかったで

す。ありがとうございました。 

～レジくりーむ～ 
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